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，

錨難翼　蟹

イチ・乙イのサン！

　　　　　　　1月30日橘保育園
　　　　　　　　　コマまわし会’

小さな胸をワクワクさせながら、順番

を待つ子供たち一。

思い思いに彩どられたコマが、いきお

いよくまわります。

　　　圃休日救急医

2月15日山口医院（逗蓋害）費55－2003

　22日池田医院（本町西）852－2581

3月1日山口医院（袋町中）a52－2174

　8日千手診療所（中央町）a68－2034

　15日富田医院（神明町）852－3269
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老
人
保
健
法
改
正
で

乳
児
の
医
療
費
負
担
引
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
日
第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
六
日
に
専
決
処
分
し
た
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
報
告
が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
告

　
　
　
報

会議

一入月
日院

四
百
円
が

三
百
円
が

　
十
二
月
十
九
日
の
国
会
で
老
人
保

健
法
改
正
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

法
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
町
が
定
め
て

い
る
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
を
改
正
し
、
一
月
一
日
か
ら
施

八
百
円

四
百
円

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
で
乳
児
の
医
療
費
負
担

が
、
月
四
百
円
だ
っ
た
の
が
八
百
円

に
、
入
院
一
日
に
つ
き
三
百
円
が
四

百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
　
お
　
わ
　
び

　
先
月
号
「
議
会
報
告
」
中
、
根
津

議
員
の
ポ
ス
ト
三
期
対
策
の
質
問
に

対
す
る
南
雲
町
長
の
答
弁
で
、
は
じ

め
の
部
分
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

①
私
の
農
政
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
は
、
当
面
の
財
政
負
担
や
、
貿

易
ま
さ
つ
の
緩
和
に
役
立
つ
と
い
う

理
由
で
、
食
糧
生
産
を
決
め
る
べ
き

で
は
な
い
、
と
考
え
る
。

豫
羅
蒲
礁
彫

醐
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
こ
と
が
』
二

　
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
も
有
史
以
来
の
好
記
録
を
期

　
待
し
ま
し
た
が
、
一
月
十
九
日
に
は

　
一
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
し
ま

　
い
ま
し
た
。

　
町
は
昭
和
四
十
六
年
に
、
国
か
ら

特
別
豪
雪
地
帯
と
し
て
、
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
雪
を
自
然
の
恵
み
と
し

て
受
け
と
め
、
快
適
な
雪
国
で
の
暮

し
が
実
現
す
る
日
は
、
い
つ
の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
雪
は

　
　
　
　
○
○
○
。
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㎜
　
新
年
度
予
算
案
ま
と
ま
る

辮
　
総
額
4
5
億
1
千
亘

ピーo

　
　
　
　
　
前
年
度
よ
り
2
f

月
　
　
新
年
度
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
一
　
率
一
・
五
デ

　年
　
　
月
三
十
一
日
町
長
が
、
新
聞
記
者
ら
　
　
一
．
五
〇
解

62
　
　
報
道
関
係
者
に
発
表
し
ま
し
た
。
　
　
　
す
。

和
　
　
　
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
が
あ
り
　
　
　
こ
れ
で
、

紹
　
　
ま
し
た
前
年
度
に
く
ら
べ
て
・
六
十
　
　
七
〇
％
だ
一

↓
　
　
二
年
度
は
、
そ
れ
を
わ
ず
か
に
下
回
　
　
％
引
き
下
浬

ごわ
　
　
る
予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
由

か薦
　
　
固
定
資
産
税
率
引
き
下
げ
　
　
よ
諄
二
士

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す

㎜
　
　
歳
入
で
は
、
現
行
の
固
定
資
産
税

㎜
　
　
　
率
ユ
2
ゆ
。ー
コ
洛
あ

㎜
　
　
　
　
減
3
2
1

8
1
6
0
1
1

㎜
　
　
　
　
増
△
　

△
△
△
△

㎜
案
　
度
柵
辮
罎
晰
鰯
描
備

㎜
算
年
η
蔦
％
訟
似
％
鰍

㎜
　
予
　
前
4
5
　
　
5

㎜
　
計
　
　
　
3

㎜
　
会
　
　
網
0
5
6
3
5
8
7

㎜
別
度
加
加
灘
調
皿
⑳
忽

㎜
特
年
1
5
2
8
7
7
1
8
02
9
2
9
9

㎜
　
　
・
　
　
本
ゆ
5
　
　
　
5

㎜
　
般
　
　
3

㎜
　
一
　
　
　
険
所
所
健
設
業

㎜
咋
　
計
般
民
購
臥
域
業

か
　
6
　

会
　
国
国
仙
老
地
農

3
　
　
　
　
　
一

岨
　
　
　
　
　
　
　
　
特
　
別
　
会

会　計　区　分 本年度 前年度 増減率

一一　般　　会　　計 　　網3，015，000 　　柵3，110，000 △3．1

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険 528，015 516，505 2．2

国民健康保険診療所 77，146 94，034 △18．0

仙田へき地出張診療所 18，923 22，557 △16．1

老　　人　　保　　健 502，425 502，605 △0．0

地域休養施設 92，208 93，715 △1．6

農業共済事業 99，447 98，015 1．5

簡易水道事業 41，600 42，000 △1．0

農村集落排水事業 137，100 135，500 1．2

計 1，496，864 1，504，931 △0．5

合　　　　　　　計 4，511，864 4，614，931 △2．2

（△印：減）

、
五
十
九
年
度
当
時
一
・

っ
た
同
税
率
が
、
○
・
二

げ
ら
れ
る
見
込
み
と
な
り

当
時
よ
り
、
税
額
で
お
お

六
百
万
円
の
減
額
と
な
り

万
円
に

2
％
下
回
る

五
％
を
、
六
十
二
年
度
は

％
に
引
き
下
げ
る
予
定
で

昭和6～7年（もっとも小雪）
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　昭和19～20年（もっとも大雪）
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61年度実施状況篶嘩過鞭雛醤島耀木創意を集めて擁六
十
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
水

田
農
業
確
立
対
策
は
、
①
水
田
を
活

用
し
て
生
産
さ
れ
る
作
物
の
生
産
性

の
向
上
。
②
輪
作
農
法
の
確
立
及
び

需
要
の
動
向
に
応
じ
た
米
の
計
画
生

産
。
③
生
産
者
と
生
産
者
団
体
の
責

任
を
も
っ
た
取
組
み
を
基
礎
に
、
転

作
面
積
の
大
幅
な
拡
大
。
④
そ
し
て

助
成
措
置
の
削
減
。
と
か
っ
て
な
い

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
実
績
を
ふ
ま
え
、
創
意
を

結
集
し
た
推
進
体
制
を
さ
ら
に
強
化

し
、
　
「
集
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と

定
着
化
の
推
進
」
を
図
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

109．80£¢

115．02£¢

104．8％

　　840戸

目標面積

実施面積
目標達成率

実施農家数

●作物別転作面積
　　　　　　　　（泥¢）

　
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
①

集
団
転
作
地
区
の
拡
大
と
、
団
地
化

計
画
を
作
成
し
、
作
物
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
考
慮
し
た
連
担
団
地
化
の
推

進
。
②
転
作
可
能
な
土
地
基
盤
の
整

備
、
賃
貸
借
、
交
換
耕
作
等
の
促
進

等
各
種
事
業
を
総
合
的
に
活
用
。
③

重
点
作
物
と
し
て
、
大
豆
．
飼
料
作

物
・
加
工
用
ナ
ス
．
野
沢
菜
な
ど
市

場
販
売
に
結
び
つ
く
も
の
な
ど
の
作

付
。
④
集
落
の
推
進
体
制
は
、
集
落

ご
と
の
互
助
制
度
も
考
慮
し
て
、
集

団
転
作
の
具
体
的
な
計
画
の
策
定
と

実
践
を
行
う
た
め
、
集
落
に
転
作
推

進
委
員
会
を
設
け
る
。

　
転
作
目
標
面
積
の
配
分
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
①
町
が
配
分
計
画
を
立

て
、
農
協
を
通
じ
て
、
生
産
者
に
配

分
通
知
を
行
う
。
②
生
産
者
の
転
作

等
実
施
計
画
は
、
農
協
を
通
じ
て
、

町
に
提
出
す
る
。
③
現
地
確
認
等
は

集
落
転
作
推
進
員
の
立
会
い
の
も
と

に
、
町
と
農
協
が
共
同
し
て
行
う
。

転
作
に
対
す
る
町
の
助
成
措
置
は

生
産
者
・
生
産
者
団
体
の
主
体
的
責

任
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
な
か
で

転
作
意
欲
の
向
上
と
、
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、
町
の
補
助
金
交
付
要
綱

に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す

る
。

　
当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は

①
二
月
第
一
週
に
、
町
農
政
審
議
会

を
開
き
、
町
水
田
農
業
確
立
計
画
と

集
落
配
分
計
画
を
諮
問
。
②
二
月
第

三
週
に
転
作
目
標
面
積
配
分
会
議
を

開
く
予
定
と
し
て
い
る
。

転作面積の推移

一目標面積
一一一実施面積

　　　　　　　　　ノ　　　，●、
　　　　　　　　■　　　　、・働、、　　　，．
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　　　ノ

　’
1

　　毘

200・

150

100

50

53545556575859606162年度

特永

定年

作性

物作

・物

大　　豆 22．66

ソ　　バ 14．55

青刈トウ
モロコシ

16．49

イタライ 9．67

青刈飼料 1．70

果　　樹 2．29

一
般
作
物

青刈稲 14．42

小　　豆 0．82

林　　地 5．08

水田養魚 0．84

その他 1．12

加野

工菜

な　　す 0．92

白うり 0．03

野
菜

レンコン
クワイ

6．25

その他 6．07

保全管理 1．44

他用途米 10．60

初
の
海
外
農
業
視
察
団

　
　
田
ロ
町
議
ら
五
人
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
三
日
、
全
国
農
業
会
議
所
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
農
業
新
聞
主
催
の
第
六
回
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ
西
海
岸
、
ハ
ワ
イ
農
業
視
察
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
か
ら
五
人
が
選
ば
れ
て
、
出
発
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
数
年
前
か
ら
計
画
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
今
回
合
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

出
発
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
一
行

お貸しします

実
現
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
口
直
人
（
農
業
指
導
士
、
木
落

　
　
　
　
　
4
0
歳
）

　
柄
沢
幸
作
（
沖
立
、
37
歳
）

　
水
品
正
幸
（
新
町
新
田
、
2
5
歳
）

　
水
品
成
良
（
同
　
　
　
　
2
5
歳
）

　
北
村
準
一
（
町
産
業
課
長
、
東
善

　
　
　
　
　
　
寺
、
5
0
歳
）

樂
海澱鷹
報

調
ノ

簿

趨
礁
追

　ボランティアの人たちが録音

した、　r声の広報かわにし」を

お貸しします。

　どなたでもご利用ください。

録音をしてくださる方も募集中

です。

　　社会福祉協議会

　　　　　（総合センター内）

　　　　盈68－2308

　　　　有線　2587
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町
民
の
総
意
で

死
亡
事
故
ゼ
ロ
干
日
を

　
　
　
　
　
　
　
達
成
し
よ

交
通
安
全
協
会

　
、
副
会
長
　
藤

　
町
で
は
、
昭
和
五
十
年
七
月
二
日

に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
五
十
一
年
四

月
二
十
日
ま
で
千
二
百
九
十
八
日
を

記
録
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
死
亡
事
故
が
多

発
。
五
十
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
、
実
に
十
五
人
も
の
尊
い
生
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
瞬
の
う
ち
に
、
尊
い
生
命
を
奪

い
、
家
庭
を
不
幸
の
ど
ん
底
に
お
と

し
入
れ
る
交
通
事
故
は
、
毎
日
を
車

社
会
の
中
で
生
活
す
る
私
た
ち
に
と

っ
て
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
非
惨
な
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
多
く
の
安
全
設
備
等
が
設
け
ら

れ
、
法
律
や
規
則
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
ぜ
ん
と
し
て
交

通
事
故
は
あ
と
を
絶
た
ず
、
最
近
で

は
、
再
び
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
と
く
に
町
民
の
飲
酒
運
転
に
よ
る

違
反
行
為
が
ひ
ん
発
し
て
い
ま
す
。

万
一
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
、
身

の
破
滅
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
で

，
つ

田
　
隆
　
策

し
ょ
う
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
細

心
の
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
ず
な
の
に
、
酒
を
飲
ん
で
運
転
す

る
な
ど
言
語
道
断
で
す
。
交
通
三
悪

の
中
で
も
、
飲
酒
運
転
は
最
も
恐
ろ

し
い
罪
悪
で
す
。
飲
酒
運
転
や
交
通

事
故
は
、
人
の
力
や
マ
ナ
ー
に
よ
っ

て
避
け
ら
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
十
二
年
ぶ
り
に
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成
を
、
ま
も
な

く
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
目
標

達
成
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

運転免許取消し、停止件数
　　　（60年1月～12月）

取
　
消
　
し

停　　　　止

合
計

90日以上
姻以上

go日未満
ω日未満

　人

26

　人

74

　人

70

　人

518

　人

688

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十日町警察署管内）　　　　　　　　　一り1－示　1よ　グ乙　　　い　　つ遇　り　悲｝ダ　い示出

■脳剛爾朋朋朋朋］醐朋爾］朋醐朋醜剛熊嗣舶爾］悶爾朋朋■醐熊朋湘湘醐醐爾■闘剛熊臼朋■胆剛爾朋巳囎興朋］剛爾u開鯛胆湘悶爾朋』爾朋朋■朋剛湘朋剛悶醐爾”脳朋醐龍触朋爾］朋朋員”偶

黍
議
…
毒
錨

　木　島　　　　東善寺
星名ハマさん宮　ムメさん
　〔星名屋〕　　　　〔山城屋〕

　
ん
　
さ
　
セ
〕

友
　
　
蔵

　
イ
伊
橋
琳

　
高

　仁　田
中条チイさん
　〔三　助〕

　
ん
　
さ
　
イ
〕

寺
　
　
屋

善
シ
東
多
旺

　
由
昌

　
航
田
市
勾

原
孫

山
．
同
橋
暖

　
高

　
ん
　
さ
丁
ウ
〕

ロ
中
卜
上

田
“

　
」
　
〔

　
市

　
航
友
イ
葡

　
セ
「
兵

伊
間
借

　
櫃

　
一
月
八
日
、
町
長
と
民
生
委
員
が
、
明
治
三
十
三

年
（
ね
年
）
生
ま
れ
の
十
二
人
の
お
宅
を
訪
問
。
朱

色
の
座
布
団
を
贈
っ
て
米
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
月
二
十
四
日
に
、
喜
多
シ
イ
さ
ん
は
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
1
〔
〕
は
屋
号
ー

　　新町新田

若山ミツさん
　〔佐左工門〕

　　大白倉
長谷川理久治さん

　〔甚年の家持〕

　　岩　瀬　　　　　新町新田

登坂サヨさん村山シマさん
　〔太郎工門〕　　　　〔若の屋〕
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一

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
一
二
月
十
六
日
（
月
）
ま

で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
落
ち

着
い
で
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　
確
定
申
告
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を

　
捗
姦
轍
れ
ば

　
　
な
ら
な
蒔
汰

　
次
の
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
②
不
動

産
の
収
入
が
あ
る
人
、
③
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
そ
の
所
得

金
額
が
基
礎
控
除
な
ど
の
控
除
額
を

上
回
る
人

■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
①
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
、
②

給
与
の
ほ
か
に
営
業
や
農
業
所
得
が

二
十
万
円
以
上
あ
る
人
、
③
二
箇
所

以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、

な
ど
で
す
。

確定申告出張相談日程

期　日 時　間 会　場

2月20日（金）

　　23日（月〉

　　24日（火）

3月5日（木）

　　6日（金）

午前10時

～午後4時

総合センター

（鷹鴨曹）

※2月23日は譲渡所得の申告も受け付けます。

亜
陵
騨
申
告
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違

っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
無
申
告
加
算
税
や
過
少

申
告
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

由
蓮
申
告
者
も

収
支
肉
訳
害
を

　
事
業
所
得
者
（
青
色
申
告
者
を
除

く
）
は
、
確
定
申
告
書
を
出
す
と
き

に
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要

経
費
の
内
容
を
書
い
た
収
支
内
訳
書

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
九
年
分
が
六
十

年
分
の
事
業
所
得
な
ど
が
三
百
万
円

を
超
え
る
人
は
、
記
帳
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

そ
れ
以
外
の
人
で
も
記
帳
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
記
帳
を
基
に
し
て
、
収

支
内
訳
書
を
正
し
く
書
い
て
く
だ
さ

い
。

納
税
は

　
　
期
限
内
鷹

所
得
税
を
納
め
る
便
利
な
方
法
と

し
て
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
銀
行

な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
税
が

で
き
ま
す
。
納
め
る
手
数
が
少
な
く

て
済
み
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

て
滞
納
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
た

い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。
手
続
き
は
、
銀
行
な
ど
の
窓

口
か
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

贈羅税の串著噛お慧薦懇嚢鵬・◎

金属、宝石、書画骨とうなどの

合計額が、1年間に60万円を超

えた部分についてかかります。

　贈られた財産の評価額や贈与

税の計算など分からない点は、

税務署へお尋ねください。

　昭和61年分の贈与税の申告と

納税は、2月1日から3月16日
までです。

　贈与税は、個人から贈られた

現金、預貯金、有価証券、土地

家屋、事業（農業）用財産、貴

一　　　　　　　　、》

確定申一．＾
　　　　　　　　　　　1／騨』騨

、　　　（融’

驚膨瞳
所得税の確定申告

（2月16日～3月16日）
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3月　16日までに

の1劇告吃主1民

　
住
民
税
の
申
告
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
と
同
様
、
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
六
日
ま
で
、
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
や
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
を
計
算
す
る
基
と
な

り
ま
す
し
、
各
種
証
明
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
住
民
税
申
告
書
の
書
き
方
は
、
お

配
り
し
た
「
手
引
き
」
に
詳
し
く
説

明
し
て
あ
り
ま
す
。
参
考
に
し
な
が

ら
正
確
に
書
い
て
、
三
月
十
六
日
ま

で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ

い
。

購
警
を

　
　
難
な
け
れ
ば

　
　
　
な
鑛
懸
鵬
入

住
民
税
の
申
告
は
、
今
年
一
月
一

日
に
、
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
去

年
中
に
な
ん
ら
か
の
収
入
の
あ
っ
た

人
が
、
す
べ
て
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
は
、
収
入
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
去
年
秋
、
農
業
所
得
申
告
書
を

騰
薬
新
得
は

耶
奪
謙
算

　
農
業
所
得
の
計
算
は
、
去
年
秋
出

し
て
い
た
だ
い
た
「
農
業
所
得
申
告

書
」
に
基
づ
い
て
、
税
務
課
で
や
り

ま
す
。

　
確
定
申
告
す
る
人
で
、
農
業
所
得

の
あ
る
人
は
、
税
務
課
に
所
得
額
を

確
め
て
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
給
与
所
得
者
で
、
農
業
所

得
が
二
十
万
円
以
上
の
人
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

出
し
た
人
や
年
金
受
給
者
も
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
た
人
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
等
給
与
だ
け
で
、
役
場

に
給
与
支
払
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
が
課
税
資
料
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
青
色
申
告
者
で
、
確
定

申
告
を
決
算
書
の
提
出
だ
け
で
済
ま

せ
る
人
は
、
住
民
税
申
告
書
に
決
算

書
の
写
し
を
つ
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

固定資趨

課税台帳の縦覧

◎鰯閣　慧駕婁翻一藩鶏艶翻

　　　　　鱗曜懸響除紛

o時關縮離奮時舗鐙一穣後慧磯

　　　　幟曜購灘蘇蒙姻

犠場懸　税務諜の窓關

住民税申告出張相談日程

期　　間 時　間 会　場

2月20日

～3月6日

午前10時

～午後4時

総合センター

（黙聯

＼
ー
…
…
ー

㌦

釜聾2
・
・
．

浦
㎜
6
2
年
度
か
ら
四

国
保
の
納
期
が

　
　
　
　
年
10
回
と
な
り
ま
す

　
国
保
の
保
険
料
は
、
そ
の
年
の
額

が
決
ま
る
八
月
分
ま
で
は
、
前
年
度

を
基
礎
に
し
た
仮
の
保
険
料
算
定
制

度
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
そ
七
て
、

九
月
か
ら
本
算
定
額
と
し
て
、
仮
算

定
額
を
差
引
い
た
り
し
な
が
ら
、
毎

月
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　
六
十
二
年
度
か
ら
、
電
算
の
導
入

に
よ
っ
て
、
年
度
の
は
じ
め
か
ら
本

算
定
に
よ
る
保
険
料
額
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
い
ま
ま
で
の
四
、
五
月
分

の
納
期
が
な
く
な
り
、
六
月
分
か
ら

翌
年
三
月
分
ま
で
、
十
回
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
か
ら
保
険
料
額
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
度
に
前
納
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

国保の納期変更表

現 行 改正後
期別 納期 期別 納期
1 4・16～4・30 ｛ 一
2 5・16～5・31 一 一
3 6・16～6・30 1 左に同じ
4 7・16～7・31 2 〃

5 8・16～8・31 3 〃

6 9・16～9・30 4 〃

7 10・16～10・31 5 〃

8 11・16～11・30 6 〃

9 12・16～12・31 7 〃

10 1・16～1・31 8 〃

11 2・16～2・ 9 〃

12 3・16～3・31 10 〃
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無
医
村
時
代

橘
村
は
、
野
口
の
医
師
野
沢
武
三

郎
（
明
治
三
十
七
年
没
）
の
克
寿
堂

医
院
が
閉
鎖
し
て
か
ら
、
昭
和
初
年

ま
で
の
長
い
期
間
無
医
村
で
難
渋
し

た
。
　
昭
和
六
、
七
年
ご
ろ
の
農
村
は
、

軍
国
調
の
高
ま
り
と
は
別
に
不
況
の

ど
ん
底
で
、
こ
の
村
も
ま
た
恐
慌
の

波
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
。
ま
だ

国
民
健
康
保
険
制
度
も
な
く
、
ひ
と

た
び
病
気
に
か
か
れ
ば
、
家
族
の
経

済
的
負
担
が
、
な
に
よ
り
も
大
き
か

11

年
当
時
の
橘
診
療
所
役
職
員

　
（
仁
田
須
藤
良
平
氏
所
蔵
）

っ
た
。
手
術
や
入
院
が
必
要
な
病
人

は
、
一
家
を
悲
惨
に
追
い
込
む
こ
と

を
考
え
る
と
、
死
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。

　
ど
こ
の
村
で
も
病
気
の
ト
ッ
プ
は

結
核
で
、
医
者
通
い
す
る
人
の
お
よ

そ
三
分
の
二
が
肺
病
で
苦
し
ん
で
い

た
Q
　
当
時
の
日
本
は
、
繊
維
産
業
が
盛

ん
だ
っ
た
。
農
業
か
ら
狩
り
出
さ
れ

た
多
く
の
女
工
た
ち
が
、
紡
績
工
場

の
過
重
な
労
働
や
不
備
な
共
同
生
活

か
ら
胸
を
患
っ
て
、
親
元
に
帰
さ
れ

た
。
そ
れ
が
家
族
に
感
染
し
、
次
つ

ぎ
と
広
が
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
か
っ
た
。

　
　
村
議
三
人
の
活
躍

　
戸
田
貞
次
、
野
沢
秀
保
、
木
村
鉄

蔵
の
三
人
は
、
こ
の
こ
ろ
橘
村
の
村

会
議
員
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
無
医

村
の
窮
状
を
な
ん
と
か
救
わ
な
け
れ

ば
、
と
考
え
た
。
だ
れ
も
が
医
者
に

か
か
れ
る
医
療
組
合
の
設
立
を
力
説

し
て
、
そ
の
実
現
に
奔
走
し
た
。
昼

夜
を
問
わ
ず
、
家
業
を
な
げ
う
っ
て

熱
心
に
説
き
歩
く
三
人
の
姿
に
、
村

の
衆
は
感
動
し
た
。
当
初
は
、
参
加

を
い
ぶ
か
っ
た
人
た
ち
も
し
だ
い
に

趣
旨
に
賛
同
し
、
昭
和
九
年
秋
に
は

医
療
利
用
組
合
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
る

ま
で
に
な
っ
た
。

山
間
豪
雪
地
診
療
所
第
一
号

　
組
合
長
に
木
村
が
、
副
組
合
長
に

戸
田
が
就
任
し
た
。
橘
村
の
全
域
と

隣
村
の
七
集
落
を
対
象
に
、
念
願
の

橘
村
医
療
利
用
組
合
が
発
足
し
た
の

で
あ
る
。

　
農
村
の
診
療
所
で
は
、
島
根
県
青

原
村
診
療
所
に
次
ぐ
施
設
で
、
じ
つ

に
山
間
豪
雪
地
と
し
て
は
、
わ
が
国

で
最
初
の
診
療
所
で
あ
っ
た
。

　
第
一
回
の
出
資
は
、
千
二
百
口
で

総
額
は
六
千
円
だ
っ
た
。
一
口
五
円

の
出
資
金
は
、
加
入
者
の
経
済
状
態

を
考
え
る
と
五
年
月
賦
で
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
診
療
所
を

建
て
る
資
金
の
あ
る
は
ず
も
な
く
、

戸
田
が
自
分
の
邸
宅
を
無
償
で
提
供

し
、
自
ら
は
家
族
と
尼
寺
へ
移
転
し

て
急
場
を
し
の
ぐ
有
様
と
な
っ
た
。

　
医
師
会
と
対
立
、
抗
争

　
こ
う
し
て
、
組
合
の
構
想
と
診
療

所
の
建
物
は
で
き
た
が
、
問
題
は
む

し
ろ
こ
の
あ
と
に
控
え
て
い
た
。
開

業
認
可
を
得
る
こ
と
や
医
師
の
招
へ

い
、
医
師
会
と
の
対
立
、
抗
争
な
ど

多
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
認
可
の
掌
に
は
、
戸
田
が
あ
た
っ

た
。
幸
い
、
小
千
谷
中
学
で
教
員
を

し
た
こ
と
の
あ
る
蓮
池
公
咲
（
後
の

秋
田
県
知
事
）
が
農
林
省
で
事
務
官

を
し
て
い
た
。
こ
の
人
を
頼
っ
て
東

京
へ
二
年
間
も
通
い
続
け
た
。
旅
費

は
、
ほ
と
ん
ど
自
弁
だ
っ
た
。
あ
る

と
き
、
帰
り
の
路
銀
ま
で
使
い
果
た

し
、
時
計
を
質
に
入
れ
、
野
沢
か
ら

借
り
た
ス
テ
ッ
キ
の
金
環
を
外
し
て

切
符
を
買
う
苦
労
も
し
た
。

　
医
師
の
招
へ
い
も
蓮
池
を
と
お
し

て
行
わ
れ
た
。
慶
応
大
学
教
授
小
泉

丹
の
直
弟
子
で
医
学
博
士
漢
恭
淳
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
村
は
喜
び

に
湧
い
た
。
橘
村
が
、
農
林
省
農
村

寄
生
虫
対
策
指
定
村
に
も
な
り
、
待

望
の
診
療
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

財
政
危
機
を
私
財
で
し
の
ぐ

　
と
こ
ろ
が
、
米
一
俵
（
六
〇
キ
ロ
）

六
円
の
時
代
に
、
医
師
の
俸
給
は
、

三
百
円
（
県
知
事
級
）
で
こ
れ
だ
け

で
も
た
い
へ
ん
な
赤
字
と
な
っ
た
。

組
合
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
、
い
く
た

び
か
、
経
営
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。

そ
の
つ
ど
、
理
事
十
六
人
と
幹
事
八

人
が
、
大
役
員
制
で
責
任
を
と
り
、

各
自
が
屋
敷
や
林
を
売
払
っ
て
赤
字

を
補
て
ん
し
た
。

　
医
師
会
の
反
対
も
す
ご
か
っ
た
。

医
療
組
合
に
関
係
し
た
医
者
は
、
罰

金
五
百
円
を
取
っ
て
医
師
会
を
除
名

す
る
、
組
合
の
医
者
に
か
か
っ
た
患

者
は
診
て
や
ら
な
い
な
ど
、
き
び
し

い
抗
争
が
三
年
間
も
続
い
た
。
そ
の

う
え
、
木
村
、
戸
田
、
野
沢
ら
は
警

察
か
ら
無
産
党
呼
ば
わ
り
さ
れ
、
特

高
（
特
別
高
等
警
察
“
政
治
思
想
関

係
を
担
当
）
に
付
き
ま
と
わ
れ
て
、

身
の
置
き
所
に
苦
し
む
こ
と
も
あ
っ

た
。地

域
医
療
に
大
き
な
業
績

　
内
外
の
困
難
な
問
題
を
解
決
し
、

運
営
が
よ
う
や
く
軌
道
に
の
っ
た
橘

診
療
所
は
、
医
療
機
関
の
整
備
統
合

（
昭
和
十
六
年
）
で
郡
医
療
連
の
さ

ん
下
に
お
さ
ま
っ
た
。
以
後
は
、
県

医
療
連
（
十
八
年
七
月
）
、
県
農
業

会
（
十
九
年
四
月
）
、
県
生
産
農
協

連
（
二
士
二
年
八
月
）
の
経
営
に
変

わ
っ
た
。
二
十
五
年
五
月
に
は
、
ベ

ッ
ト
数
二
十
二
、
医
師
四
、
看
護
婦

八
、
技
師
二
人
を
置
く
橘
病
院
に
昇

格
し
た
。

　
一
方
で
診
療
網
の
拡
大
を
は
か
っ

た
。
中
条
村
出
張
診
療
所
（
中
条
病

院
の
前
身
）
の
開
設
（
士
二
年
七
月
）

を
手
は
じ
め
に
、
下
条
村
（
同
年
十

二
月
“
た
だ
し
短
期
間
で
閉
鎖
）
、

仙
田
村
（
十
四
年
一
月
）
、
再
び
下

条
村
（
十
五
年
六
月
）
に
出
張
診
療

所
を
開
設
し
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
医

療
活
動
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。

　
小
泉
丹
ら
の
尽
力
で
、
農
村
寄
生

虫
研
究
の
若
い
医
師
を
毎
年
十
人
ほ

ど
招
い
た
。
こ
れ
ら
医
学
徒
の
研
究

で
三
十
余
人
の
医
学
博
士
が
輩
出
し

た
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
き
た
い
。
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宅
急
便
か

　
　
　
　
勇
く

　
　
　
　
、
－

千
葉
市

　
い
つ
も
広
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
懐
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
こ
ち
ら
に
住
ん
で

十
八
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

去
年
の
冬
季
イ
ベ
ン
ト

、

ら
勇
気

相
葉
真
知
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
赤
谷
出
身
）

私
ご
と
で
す
が
、
主
人
が
百
人
に
一

人
と
い
う
重
い
病
気
に
か
か
り
、
入

退
院
の
く
り
返
し
で
す
。
一
時
は
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、

生
き
て
い
る
の
が
い
や
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
赤
谷
の
両
親
か
ら
、

田
舎
で
と
れ
た
野
菜
、
米
、
野
沢
菜

漬
け
な
ど
が
届
き
ま
し
た
。
宅
急
便

を
開
き
な
が
ら
ふ
る
さ
と
の
匂
い
に

　
　
今
年
も
、
ふ
れ
合
い
パ
ッ
ク
の
会

　
冬
季
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
雪
上
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
「
鳥
追
い
」
　
「
歳

　
の
神
」
な
ど
の
行
事
を
再
現
し
て
、

　
楽
し
ん
で
も
ら
う
予
定
で
す
。

　
　
松
葉
荘
周
辺
や
、
角
万
寺
ス
キ
ー

　
場
を
中
心
に
数
々
の
行
事
で
、
前
回

　
以
上
に
成
功
さ
せ
よ
う
と
張
り
切
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
今
回
は
「
東
京
中
仙
田
会
」
の
会

　
員
も
、
大
勢
参
加
す
る
そ
う
で
す
。

　
　
会
員
の
一
人
、
女
優
の
村
松
英
子

　
さ
ん
か
ら
、
内
容
の
充
実
ぶ
り
を
た

　
た
え
る
手
紙
も
届
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
：
　
　
亀
・
．
㍉
．
．
・
墓
∵
．
．
D
，
9
・
：
の
・
，
：
．
兜
．
．
o
．
％
』
．
●
，
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
。
●
9

ひ
た
っ
て
い
る
う
ち
に
、
勇
気
が
わ
緊
鮒

い
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
錠
畑

　
「
そ
う
だ
、
電
話
し
よ
う
っ
と
」
　
冨
瑞

　
「
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
も
う
雌
．
一

し
ゃ
け
ネ
ェ
の
し
、
ご
う
ぎ
も
ら
っ
脇
鋳

て
そ
う
。
今
日
は
煮
っ
こ
ろ
が
し
を
鑓
曝

し
よ
う
と
思
っ
て
る
が
ん
・
ど
う
や
協
嚇

ら
ん
だ
っ
け
か
」
　
　
　
縷

　
次
か
ら
次
へ
忘
れ
た
は
ず
の
言
葉
柵
織

が
出
て
き
ま
す
．
そ
ば
で
二
人
の
子
織

供
（
六
年
の
娘
と
三
年
の
わ
ん
ぱ
く
演
串

坊
主
）
が
笑
．
て
い
ま
す
．
「
外
人
難

が
し
ゃ
べ
っ
て
る
み
た
い
で
、
通
訳
謎
箏

が
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
　
　
　
　
　
混
審

　
お
か
げ
で
子
供
た
ち
も
明
る
く
元
　
マ
鑑
画

気
で
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
職

　
私
も
負
け
ず
に
が
ん
張
ら
な
く
ち
｛
購

や
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疏
焼

層飼歯臨蜀飼
（小脇）

佐藤林治さん

まだあった

　
小
正
月
行
事
が
あ
ま
り
な
く
な
っ

た
昨
今
で
す
が
、
各
町
内
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
で
は
「
さ
い
の
神
」
　
「
鳥
追

い
」
の
行
事
な
ど
が
、
わ
ず
か
な
が

ら
も
復
活
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
折
、
佐
藤
さ
ん
か
ら
小
正

月
に
は
ど
の
家
で
も
欠
か
せ
な
か
っ

た
、
　
「
花
か
ざ
り
」
を
作
っ
た
と
い

う
電
話
を
い
た
だ
き
、
小
脇
ま
で
ジ

ー
プ
で
お
じ
ゃ
ま
し
て
き
ま
し
た
。

　
花
か
ざ
り
は
、
座
敷
の
柱
に
し
っ

か
り
と
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
　
「
外

孫
が
、
小
正
月
に
来
る
と
い
う
の
で

何
か
喜
こ
ば
せ
た
い
と
思
っ
て
、
昔

を
思
い
出
し
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
し

た
。
」

　
こ
の
花
か
ざ
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
材
料
で
作
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ダ
ン
ゴ
の
木
に
は
丸
や
三

礁亜月の風習

角
の
白
い
モ
チ
。

モ
ミ
ジ
の
木
に
は

食
紅
を
付
け
た
赤

や
緑
の
花
を
か
た

ど
っ
た
モ
チ
。

　
そ
れ
か
ら
近
く

の
山
か
ら
切
っ
て

き
た
、
ぬ
る
で
の

木
か
ら
作
っ
た
、

く
わ
、
エ
ブ
リ
、

マ
ン
ガ
、
は
な
っ

と
り
棒
な
ど
の
ミ

ニ
農
具
。

　
そ
れ
に
、
ワ
ラ
で
作
っ
た
荷
な
わ

と
、
　
「
ぬ
い
ご
」
の
先
に
つ
い
た
稲

穂
と
、
み
ご
と
に
飾
っ
て
あ
り
ま
し

た
。
　
小
雪
で
雪
掘
り
の
心
配
が
な
か
っ

た
と
い
う
小
正
月
も
終
わ
り
、
こ
の

き
れ
い
な
「
花
か
ざ
り
」
は
、
豊
作

を
願
っ
て
、
渋
海
川
に
流
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

霧

蒙
捜
解
輩

萎
響
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⑳⑦㊦、

霞目

イ与電の　、
　　由突oりせ

今回はありません。

心配ごと相談l　l

2月18日（水）…仙田克雪センター

　25日（水）…総合センター

3月4日（水）…上野コミ・センター

1　11日（水）…橘公民館分館
卜時間は午後1時一3時　

N　H　K学園通信講座

　教養と趣味を深めるための通

信講座で、32講座あります。

　道母と子の書き方ジュニア作文

　筆リズムあそび文　章

　画俳　旬自分史
墨画川　柳ジュニア英語

語
学
ン
記

　
　
　
コ

　
　
　
ソ

英
数
パ
簿

詩
典
典
輔

　
　
　
　
　
咽

　
　
　
　
　
し

漢
仏
古
氣

碁
芸
絵
紙

　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
折

　
　
　
　
　
作

囲
園
草
創
写真国語リーダー養成塾
ビデオカメラ　・」論文・作文

申込受付　2月15日～4月15日

案内書請求先

〒186国立市富士見台2－36

　　　　NHK学園8E11係
　　　智0425－72－3151

　ハガキに講座名、郵便番号、

住所、氏名、電話番号を書いて

ご請求ください。（電話も可）

◇ワ品く＞◇①⇔φ◇り＆o◇ワ＆o◇り⇔く＞◇ワ品◇◇ワ＆く＞◇ワ品o◇q）⇔φ◇ワ品o◇ワ＆o◇ワ＆く＞◇ワ＆φ◇ワ⇔o◇ワ＆o◇①⇔く＞◇ワ品o◇ワ＆o

允義 そ
　
彫
へ

書
硬
絵
水

切手ははがさず、周囲1cmほ
ど残して切ってください。

近所の中学生か、直接川中に

おとどけください。

　役場窓口にも箱を用意して

あります。

　
。
貝

に
委

級
る

集まった切手
　　　　　集

翻叩“

…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
⑩

　
竹
刀
は

　
　
　
部
長
の
ハ
ー
ト
に

大
分
県
か
ら

　
　
　
中
仙
田

　
　
　
　
小
林
弘
美
さ
ん

　
や
さ
し
い
心
遣
い

　
女
学
生
時
代
に
剣
道
を
や
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
上
京
し
て
婦
人
警
官

に
な
り
ま
し
た
。

　
初
対
面
は
、
職
場
の
人
の
結
婚
式

で
お
互
い
友
人
代
表
と
し
て
同
席
し

た
時
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
た
ま
た
ま
同
じ
部
署
の

配
属
と
な
り
、
剣
道
の
け
い
こ
を
通

じ
、
部
長
だ
っ
た
彼
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
彼

の
と
こ
ろ
に
、
友
達
と
行
く
予
定
が

友
達
が
気
を
利
か
せ
、
私
だ
け
で
行

っ
た
の
が
、
コ
ト
の
始
ま
り
で
す
。

　
彼
は
ス
ポ
ー
ッ
万
能
、
や
さ
し
い

気
遣
い
と
リ
ー
ド
が
た
ま
ら
な
か
っ

た
の
。

　
人
情
味
あ
る
県
民
性

　
五
年
間
大
宮
で
新
生
活
の
後
、
U

タ
ー
ン
し
、
か
じ
や
の
母
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
二
年
目
で
す
。

　
こ
ち
ら
の
方
は
、
と
て
も
人
情
味

が
あ
り
、
東
京
で
言
え
ば
下
町
。
と

っ
つ
き
に
く
い
け
ど
、
話
し
た
り
、

つ
き
合
っ
て
み
る
と
み
な
さ
ん
思
い

や
り
が
あ
り
ま
す
。
働
き
者
で
辛
抱

強
い
感
じ
が
し
ま
す
。

　
今
ご
ろ
大
分
は
梅
の
季
節
で
す
。

こ
ち
ら
は
雪
の
花
が
舞
い
風
情
が
あ

り
ま
す
ね
。
一
年
が
、
短
か
過
ぎ
ま

す
。
雪
の
な
い
季
節
が
も
っ
と
長
い

と
、
気
持
ち
も
生
活
も
ゆ
っ
た
り
で

き
る
の
に
。

　
た
の
し
み
な
九
州
会

　
先
日
、
九
州
若
妻
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
仙
田
に
は
、
同
郷
か
ら
十
数

人
も
嫁
い
で
い
ま
す
。
会
は
懐
し
い

語
ら
い
で
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し

た
。　
こ
ち
ら
は
、
道
路
が
整
備
し
、
冬

道
も
安
心
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と

生
活
環
境
が
よ
く
な
っ
て
、
川
西
に

ど
ん
ど
ん
お
嫁
さ
ん
が
増
え
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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出息
姜
目

囹
　
一
般
寄
付
金

（
敬
称
略
）

＊
北
野
満
（
発
電
所
通
り
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
万
円

＊
村
山
一
男
（
高
原
田
）
　
五
万
円

＊
南
雲
晃
（
東
善
寺
）
　
　
五
万
円

◎
広
報
発
行
に

＊
細
見
フ
サ
イ

（
町
田
市
）
三
千
円

◎
ス
キ
ー
場
建
設
に

＊
㈱
吉
楽
土
建
（
神
社
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
万
円

＊
新
潟
川
西
農
協
（
上
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
万
円

＊
マ
ツ
モ
ト
商
店
（
中
屋
敷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
万
円

＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ー
ド
ク
ボ
タ
（
中

央
町
）
　
　
　
　
　
二
万
円

＊
松
葉
屋
商
店
（
山
野
田
）
二
万
円

＊
㈲
星
名
建
設
（
沖
立
）
　
十
万
円

＊
苗
場
ロ
ッ
チ
ふ
ざ
ん
（
湯
沢
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
万
円

＊
川
西
町
商
工
会
（
中
央
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
万
円

＊
北
野
工
務
店
（
発
電
所
通
り
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円

◎
社
会
体
育
振
興
に

＊
巣
鴨
信
用
金
庫
（
豊
島
区
）

　
　
　
　
　
　
　
五
百
八
十
万
円

圃
社
会
福
祉
協
議
会
に

＊
川
崎
久
次
（
発
電
所
通
り
西
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円

＊
橘
お
か
め
会
（
高
津
正
則
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
万
円

＊
和
田
光
興
（
仁
田
）
　
　
三
万
円

＊
藤
原
英
世
（
仁
田
）
　
　
五
万
円

＊
南
雲
　
晃
（
東
善
寺
）
　
二
万
円

囹
民
俗
資
料

●
田
村
文
作
（
高
原
田
）
発
動
機
、

鉄
索
滑
車
ほ
か
多
数

●
野
沢
富
昭
（
野
口
）
く
ぐ
り
戸

●
星
名
善
一
（
上
野
）
米
つ
き
き
ね

●
田
村
定
義
（
赤
谷
）
裁
ち
板
ほ
か

●
登
坂
勝
朋
（
中
仙
田
）
丸
盆

●
南
雲
力
蔵
（
中
仙
田
）
屋
ば
さ
み

銭
箱
ほ
か
多
数

●
樋
口
弘
之
（
中
仙
田
）
ネ
ズ
ミ
取

　
り

●
南
雲
隆
三
（
三
領
）
馬
耕
用
す
き

●
小
林
定
二
（
中
仙
田
）
な
べ
、
茶

が
ま

●
小
林
平
作
（
中
仙
田
）
か
や
、
ゲ

　ー

ト
ル

●
高
橋
ト
ヤ
（
中
仙
田
）
ち
り
め
ん

紋
付
黒
羽
織
、
三
尺
帯

●
清
水
ヨ
シ
（
下
平
新
田
）
漆
塗
り

　
の
く
し
ほ
か

●
高
橋
ミ
ョ
（
中
仙
田
）
丸
帯
、
黒

紋
付
羽
織
ほ
か
多
数

●
太
田
ト
フ
（
田
中
町
）
高
島
田
用

髪
飾
り
一
式

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
．
－
．
…
…
・
②

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
永
久
公
舎

【
上
野
地
区
】

○
上
野

○
元
町

○
新
町
新
田

○
下
平
新
田

〇
三
領

○
小
根
岸

【
仙
田
地
区
】

○
岩
瀬

○
高
倉

南
雲
　
一
夫

星
名
四
郎

村
山
貞
治

丸
山
和
夫

沢
口
富
士
男

高
橋
鉄
平

小
海
正
太
郎

金
子
　
猛

高
橋
壮
六

イ、くしわんきん

他
の
年
金
を

受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
届
出
を

1
福
祉
年
金
受
給
者
－

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

が
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
な
ど
の

年
金
や
恩
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
と
か
、
そ
の
額
が
変
わ
っ
た

と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
役
場
住
民

係
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
年
金
は
、
国
の
負
担
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
に

年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
別
図
の
よ
う
に
そ
の
額
に
応
じ

て
福
祉
年
金
の
額
が
減
ら
さ
れ
た
り

と
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て

N
億

卑

い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
、
今
ま
で
の
障
害
福
祉
年
金
や

母
子
年
金
が
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

受
給
者
も
、
老
齢
福
祉
年
金
と
同
様

他
に
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
届
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
届
け
て
な
い
方
は
、
至
急
届

出
て
く
だ
さ
い
。

〔
別
図
〕
老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
（
遺
族
）
基
礎
年
金
の

　
　
　
公
的
年
金
受
給
に
ょ
る
併
給
制
限

）（全部停止

老
齢
福

祉
年
金

公
的
年
金

老齢福祉年金と公的年金額
を合算した額が558，000円

を超えた場合、その超えた
額を支給停止

　　　　　　　（一部停止）

老
齢
福

祉
年
金

年公
金的

祉老
年齢
金福
年公
金的

公的年金の額に相当した額
を支給停止

盟
支給停止

部分

558，000円

障
害
（
遺
族
）

基
礎
年
金

障
害
（
遺
族
）

基
礎
年
金

公
的
年
金

金年的
額
公
の
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家
庭
看
護
②

病
人
に
と
っ
て
一
番
つ
ら
い
こ
と

は
、
排
泄
物
の
始
末
で
他
人
の
手
を

か
り
る
こ
と
で
す
。

　
看
護
を
す
る
人
は
、
そ
の
気
持
ち

を
考
え
て
楽
に
排
泄
さ
せ
て
あ
げ
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
病
人
の
回
復
へ
の
努
力
目
標
は
ト

イ
レ
に
一
人
で
ゆ
け
る
こ
と
で
す
。

め
ん
ど
う
で
も
早
く
か
ら
オ
ム
ツ
を

当
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
オ
ム

ッ
は
、
や
む
を
得
ぬ
最
悪
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
動
か
し
て
も
よ
い
病
人
の
場
合
で

少
し
手
を
か
せ
ば
動
け
る
人
に
は
ポ

　
排
泄
を
手
助
け
す
る
と
き
の
注
意

1
　
ひ
ざ
を
折
り
曲
げ
る
。

2
　
手
助
け
を
す
る
人
は
、
で
き
る

　
だ
け
病
人
に
体
を
近
づ
け
る
。

3
　
便
器
を
当
て
た
ら
、
は
ず
か
し

　
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
用
が
す
む
ま
で
部
屋
か
ら
出

　
る
な
ど
心
づ
か
い
が
必
要
で
す
。

　
オ
ム
ツ
に
つ
い
て

　
オ
ム
ツ
を
使
う
こ
と
は
、
ボ
ケ
を

早
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
枕
も
と
に
呼
び
り
ん
な
ど
を
つ
け

て
、
汚
れ
た
ら
交
換
す
る
、
交
換
の

た
び
に
、
き
れ
い
に
ふ
い
て
や
る
こ

鵠
潤
野
講
簾
離
鍔
熱
號
携
姑
凝
寮

鴇
鰻
も
手
の
き
け
る
人
よ
尿
器
の
男
く
・
ボ
ケ
の
あ
る
人
は
・
不
潔
行
為

6
鋤
性
用
、
女
生
用
鞍
ま
す
．
そ
の
を
す
る
の
萎
が
必
要
で
す
．

伽
購
か
鉱
尿
器
も
あ
り
ま
す
・
オ
ム
ツ
も
紙
と
布
と
あ
り
ま
す
の

価
認
扶
便
の
邊
．
は
、
差
し
込
み
便
器
で
上
手
に
使
い
分
け
て
く
だ
さ
い
．

肋
臨
賂
織
蠣
難
餌
、
す
咳
．
讐
鷹
縫
讐

薦
鰯
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
・
適
当
な
も
て
く
だ
さ
い
・

㎜
螺
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
．

㎜
　
碧

lO壼

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
か
ず
ひ
こ

小
林
和
彦

　
　
ま
ゆ
み

小
林
真
由
美

　
　
　
た
く
み

渡
邊
拓
海

●
諾

鏡
二
　
二
男
　
中
仙
田

博
三
女
県
営
住
宅

義
則
長
男
上
　
野

　
ぽ
小
わ
琶

　
　
　
璽
贋

　
太
田
白
南
風
選

所
沢
市
池
上
　
マ
サ

　
秩
父
酒
吐
迫
所

杉
玉
の
軒
に
風
来
る
寒
造

太
柱
香
の
泌
む
ば
か
り
寒
造

幾
十
の
米
策
干
さ
れ
寒
造

寒
造
梁
に
吊
せ
る
縄
車

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

筆
も
健
文
も
健
な
る
賀
状
か
な

積
雪
標
句
碑
に
並
び
て
埋
れ
た
る

美
術
展
出
で
凛
洌
の
雪
舞
う
日

平
ら
か
に
し
て
雪
肌
の
起
伏
か
な

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

人
徳
の
ほ
と
け
と
言
わ
れ
冬
ぬ
く
し

冬
董
咲
く
中
庭
の
男
下
駄

冬
木
立
並
び
夕
日
の
影
を
曳
き

久
轟
西
さ
め
て
い
く
窓
閉
ざ
し
け
り

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

書
に
倦
み
て
風
花
浮
か
ぶ
窓
に
立
つ

ガ
ラ
ス
戸
の
外
の
景
揺
れ
虎
落
笛

　
　
ま
　
い
　
こ

星
名
麻
衣
子
武
夫

　
　
　
あ
つ
し

平
野
篤
士
心
勇

　
　
　
　
あ
や

富
井
　
　
理
登

　
　
　
は
じ
め

富
井
　
　
一
登

　
　
　
ひ
ろ
き

丸
山
裕
也
貝
幸
男

長長長二二男男女男女
野上上四寺　　　郎ケロ野野兼崎

昇
天
1
、
こ
め
い
福
を
祈
る

押
木
満
田
戸
五
三

風
花
の
ま
つ
毛
に
触
れ
て
消
え
に
け
り

冬
日
射
す
そ
の
陽
だ
ま
り
に
鳥
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

穏
か
な
大
寒
に
し
て
雨
多
き

鬼
豆
に
お
面
を
つ
け
て
小
商

諸
々
の
行
事
重
な
る
寒
の
明
け

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

床
の
間
に
自
慢
の
松
や
初
旬
会

風
花
や
枝
に
吊
ら
れ
し
晒
物

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

雪
解
け
の
し
ぶ
き
を
飛
ば
し
車
行
く

御
題
木
を
抑
揚
つ
け
て
詠
い
初
む

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

大
寒
や
隣
り
の
村
の
薄
灯
り

漬
菜
煮
る
匂
ひ
の
路
地
も
冬
籠
り

　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

繭
玉
の
影
の
帯
戸
に
揺
れ
て
を
り

今
朝
あ
り
し
小
さ
き
一
つ
の
寒
卵

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

戸
を
引
け
ば
軒
を
こ
ぼ
る
・
寒
雀

神
官
の
歩
み
確
か
に
冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
室
島
米
山
米
峰

寒
菊
の
白
の
清
し
く
咲
き
盛
る

過
疎
の
村
老
人
多
き
冬
ご
も
り

高喜藤水村古田南南
橋多原品山澤口雲雲

篶穫樺導家璽

高東仁新高上木東中
麟田糊野落難

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
し
　
ん

　
道
の
辺
の
樹
氷
静
か
に
寒
の
入
り

　
ひ
と
筋
の
川
の
び
や
か
に
雪
の
原

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

　
吹
雪
か
れ
て
片
肌
白
し
杉
木
立

　
　
初
・
心
者
講
座
④

　
　
　
「
熱
心
に
作
る
」

　
俳
句
を
作
る
上
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
熱

　心さ

が
必
要
で
す
。
単
な
る
う
わ
辺
だ
け
の

　取り

組
み
で
は
な
く
、
実
作
の
熱
心
さ
が
大

　
切
で
す
。
要
す
る
に
心
を
こ
め
て
た
く
さ
ん

　
詠
む
こ
と
と
同
時
に
他
の
人
の
句
も
数
多
く

　
見
て
優
劣
を
学
び
、
鑑
賞
す
る
力
を
養
う
こ

　
と
で
、
そ
れ
が
自
分
の
句
を
選
択
す
る
力
に

　も

つ
な
が
っ
て
来
ま
す
。
熱
心
さ
が
な
け
れ

　
ば
向
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
義
　
．
ま
零
．
？
．
．
　
　
　
一
“
難
蒙
砦　難　九八八八八六六六五
女埴　一六五二〇九九一七

　
　
投
句
要
領

◎
当
季
雑
凸
詠

◎
は
が
き
一
枚
に
五
旬
前
後

◎
町
内
名
、
氏
名
（
雅
号
可
）
明
記

◎
町
役
場
「
文
書
広
報
係
」
か

中
央
町
「
太
田
白
南
風
」
あ
て

◎
毎
月
末
日
締
切


